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鹿児臨県薩摩硫黄島（鬼界力ルデラ）大浦火砕流の14c年代

一日本の地熱活動に関連する第四紀鷹の14C年代，4一

金原啓司＊茂野　博＊　小野　晃司＊＊

14C国Age⑪昼畿e　O魑餓Py欝c旦鶴髄c董量⑪w⑪盤腫e　S魏s賜職題一亘w⑪翁量朧題

　　　　（璽蝕題量磁且岨¢澱），麗鹿9⑬s瞼館蜘駈e露ee臨買e

　J4C・A欝s⑰貫鋤e曼麗魏舩融離y聡⑪磁sAss⑪c蓋魏謡w量重恥醗e

　　　　　Ge⑪臆しe麗鵡蝿Ac誠輔εy量舩」㌶踊舩，昼一

Ke慧i　KエMBARA，Hiroshi　SHIGENo　and　K．oji　ONo

Aゐs重圏e重

　　The14C－ageofthe　OuraPyroclasticFlowDepositoftheKik＆i　Calderaf｝om　the　Satsuma一

亙w切ima，Kagoshima　Pre琵cture　was　determined　as　fbllows：

　　　　　　　　　　　5，590士170years　B．P．
　　This　age　is　younger　than　those　of　the　deposits　related　with　other　large　calderas　in

Kyushu　as　Aso，Airαand　Ata。

要　旨

鹿児島県鹿児島郡三島村硫黄島（以下薩摩硫黄島と呼

ぶ）の鬼界カルデラ大浦火砕流中より採取された炭化木

片の14C年代を測定したところ，下記の年代を得た．

　　　5，590±170年B．P，

　この年代は鬼界カルデラの火山活動の歴史が阿蘇，姶

良，阿多の各カルデラに比べて，新しいことを示してい

る．

1。序　言

昭和50年度に全国地熱基礎調査の一環としてr南西諸

島」地域がとりあげられ，筆者らは薩摩硫黄島の変質帯

調査をする機会を得，その概要についてはすでに報告し

た（地質調査所，19761金原ほか，1977）・この調査の過

程で，本島西端に分布する大浦火砕流中より炭化木片を

得たので，この14C年代の測定を学習院大学木越研究室

に依頼した．鬼界カルデラの北縁をなす薩摩硫黄島の火

山・地熱活動を知る年代測定値は有史のものを除いて，

全く報告されていないので，とりあえずその測定値をこ

こに報告したい．

2・薩摩硫黄驕

新硫黄島はいずれもカルデラ内の中央火口丘であり，平

家城，矢筈岳および城が原などの南東面の急崖がカルデ

ラ壁にあたる。小野・曽屋（1975）による薩摩硫黄島の

層序を第1表に示す．

　カルデラ壁を構成する岩類のうち，矢筈岳火山と長浜

溶岩とは古い火山体の一部であり，それらの上に城が原

火砕流と大浦火砕流の2火砕流がのる．この両火砕流は

竹島における小アビ山・竹島の両火砕流にそれぞれ相当

する。ともに鬼界カルデラの形成に関係する大型の火砕

流と思われる（小野・曽屋，1975）が，両者の間にはか

なりの時間問隙があって，火砕流の噴出とカルデラ形成

との詳しい対応はわかっていない．

3。試　料

今回測定に供した試料は第1図に示すように，薩摩硫

第1表 薩摩硫黄島火山の層序
　　　　　（ノ1、野・曽屋，　1975）

地 層

薩摩硫黄島は鹿児島市の南々西130kmに位置し，竹島

とともに鬼界カルデラ（MATUMOTO，1943）の北縁を形

成する．島内の稲村岳，硫黄岳および1934年に出現した

＊地殼熱部

＊＊地質部

中央火口丘降下火山灰

硫　黄　岳　火　山

稲　村　岳　火　山

大　浦　火　砕　流

城が原火砕流
長　　浜　　溶　　岩

矢　筈　岳　火　山

岩 質

輝石デイサイト，溶岩および火
砕岩

輝石安山岩，溶岩および火砕岩

輝石流紋岩，非溶結の火砕流堆
積物

輝石流紋岩，火砕流堆積物（主
に溶結）

輝石流紋岩，溶岩

輝石安山岩およびかんらん石輝
石玄武岩，溶岩および火砕岩
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第1図　試料採取位置付近の地質図

黄島西端大浦の海岸へ降りるための道路の切り割りの露

頭より得られた．付近の地質は下位より長浜溶岩，城が

原火砕流，大浦火砕流および中央火口丘降下火山灰より

なっている．問題の試料は，第2図に示すように，長浜

溶岩のガラス質流紋岩をおおう，大浦火砕流基底の降下

軽石堆積物中より採取された直径1cm，長さ3cm程度

の炭化木片である．

4．測定結果

測定の結果を第2表に示す．

　第2表’薩摩硫黄島大浦火砕流の14C年代

議襲講膿騨霧i 測定年代
iSW75・82・531鈎59・士17・年RR

5。測定値の考察

GaK－6128

薩摩硫黄島の硫黄岳では，現在も活発に高温の噴気活

動をしているが，1934年に出現した新硫黄島の活動を除

いて，火山活動に関する絶対年代値は知られていない．

今回報告した大浦火砕流の14C年代が，約5，600年B・P．

であることは，層序的事実よ’り，中央火口丘である稲村

岳火山と硫黄岳火山の活動がこの年代よりも若いことを

示している．このことは現在も活発に噴気・温泉・地熱

活動をしている硫黄岳火山の歴史を考える上で重要であ

る．

　大浦火砕流は，前述したように鬼界カルデラの形成に

関係した大規模の火砕流のうちの新しい方にあたる．今

回報告した大浦火砕流の年代は，阿蘇・姶良・阿多の各
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道　路

第2図　試料採取地点

　　　凡例は第1図に同じ

カルデラに関係する火砕流のうちの新しいものの年代が

それぞれ43，000年B・P・以前，21，000－22，000年B・P．，

約37，000年B・P・である（小野ほか，1977；町田・新井，

1976al小野，1973）のに比べて新しい．

　最近，町田・新井（1976b）によって，南九州・四国

などの広い範囲に分布する幸屋火砕流，アカホヤ，オン

ジ火山灰層などが，鬼界カルデラ起源の広域テフラであ

り，その年代は5，000－6，000年B・P．であることが述べら

れた．今回の大浦火砕流の年代は上記の年代に一致し，

これらの広域テフラが大浦火砕流の噴火サイクルの噴出

物である可能性を強く示している。
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